
理科
理科の定着状況

具体的な課題

課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標
○平均正答率において目標値を上回っている項目は、継続して維持する。
○今年課題であった生命・地球領域においては、区の設定した目標値を上回る児童を８割以上にする。

（昨年度の態度表明で示した取組による成果も含めて）
　平均正答率は、４年は全国値とほぼ同等。５年は大きく下回っている。６年は全国値を大きく上回ってい
る。学年間での差が顕著に表れている。
　正答率度数分布は、４年は標準的な山型、５年は下位層に偏った山型かつ２こぶ、６年上位層に偏った
山型になっている。
　昨年度の態度表明で示している取り組みにおいては、①前時で学習した内容の小テストを実施したり、
単元の終末に問題演習の機会を設けることが時間的に難しく、実施できない場合もあった。②観察・実験
においては、全員が操作を行うことで、技能面の定着度の向上がみられた。
　全体的に生命・地球、特に昆虫や動物に関する単元に課題が見られた。

物質・エネルギー領域
６年生…「流れる水のはたらき」知識面の定着が図れていない。
生命・地球領域
４年生…「植物の育ち方」「身近なしぜんのかんさつ」　ホウセンカの成長の様子（子葉の形や成長の仕
方）が理解できていない。
５年生…「動物の体のつくりと運動」
６年生…「魚のたんじょう」メダカの観察が不十分だったためか、雌雄の区別がついていない。
成果
６年生…実験の技能に関する理解度が高い。

①小学校の理科の学習内容は新しい単元の
学習において既習事項を生かしにくく、単発の
学習になりがちである。指導者が前学年の学
習内容を振り返る機会を設けることができて
いないため、学年が上がった際に系統的な指
導をすることが難しい。
②理科の学習に対する関心・意欲・態度は高
いと思われる。しかし、学力値には反映されて
いない。原因としては、教科書の内容をなぞる
だけではなく、身近な自然現象と理科の学習
を関連付けて考える活動が不十分であること
が考えられる。教科書や授業で行った実験方
法や実験道具とは異なるものが出てくると、学
習内容を発展させて考えることが難しい。
③観察したいときに観察することが難しい生
命・地球領域の学習内容において、視聴覚教
材を活用している。一方で、視聴覚教材に
偏った指導になってしまうと、学習内容の定着
が図れない。
④〔問題→予想→観察・実験→結果→考察〕
という学習の流れを意識して指導している。し
かし、各項目の書き方を子どもたちが十分に
理解できていない。また、教師側も各項目に
書かせる内容についての共通理解が図られ
ていないため、記述形式の問題では何を書け
ばよいかわからず、正答率が下がっている。

既習事項の定着のために
①指導者が単元の系統性を把握し、関連付けられる前学
年までの学習内容について振り返る機会を設ける。

②各単元の学習課題を設定する際には、「なぜそうなるの
か？」「何のために実験を行うのか？」ということを明確に
する。また、学習内容の定着を図るための、問題演習の
時間を設ける。（帯の時間やステップアップの時間を活用
する）

③生命・地球領域の学習では、時間割に柔軟性をもた
せ、観察するべきタイミングを逃さないようにする。一人一
人が観察・飼育できるような環境を整えることで、子どもた
ちの生命に対する愛情や地球に対する畏敬の念を育て、
心に残る学習にする。
④ノート指導のスタンダードを作成し、教員間で共有する
ことで、４年間を通してノート指導を学習できるようにする。

○授業時間外も理科と触れ合い、考える時間を増やせる
ように、教室掲示を充実させる。


